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信頼性メッセージング空間

（第19回 国連CEFACTフォーラム会議報告より）

（1） 信頼できるメッセージ交換

信頼できるメッセージ交換（Reliable Message Exchange）をテーマに、欧州、ロシア、OASISのプロジェクトが紹介され、今後、新たな勧告の策定に向けてプロジェクトを提案することが合意された。

1 TTS（Transboundary Trust Space）

　CIS各国で構成されるRCC（Regional Commonwealth in the field of communication）にて合意された国境を超えた信頼空間モデルにつき、ロシアのSazonov氏より概要説明がおこなわれた（資料：手法・技術PDA WEBページ（Framework for Single Digital Data Interoperability））。基本はPKI（公開鍵証明書の公開鍵を使用した、相互認証の仕組み）に基づく、多国間の実装方法を合意するものであり、RCCより検討のための作業グループ設立の提案が行われた。
2 PEPPOL（Pan-European Public Procurement Online）

　PEPPOL（政府調達における欧州各国の共通の信頼性空間実装プロジェクト：http://www.peppol.eu/）であり、ノールウェーのJostein氏より紹介が行われた。当プロジェクトは、各国の認証局をベースにした固有の信頼性空間を欧州統一の上位認証局と標準のインタフェース（BII：Business Interoperability Interface）により相互運用性を実装しようとするものである。現在は実証プロジェクト期間（本年9月まで）であり、その後実運用へ移行する計画である。

3 OASIS BDX（Business Document Exchange）

OASISのKenneth氏よりBDX技術委員会（TC: Technical Committee）の取組みにつき説明があった。多数の手法・技術が混在する中で、信頼性メッセージ交換の相互運用性を実現するには、上位レベルのフレームワークが必要である。BDX TCでは、PEPPOLの実証を参考に標準化を検討中である。（http://www.oasis-open.org/committees/tc_home.php?wg_abbrev=bdx）

4 eTrustx（Trusted Exchange Platform）
欧州のISA（Interoperability Solutions for European Public Administration : http://ec.europa.eu/isa/documents/isa_wp_second_revision_2012_annex_en.pdf）で進められている技術標準化プロジェクトの一つで、政府機関間（A-to-A）の情報交換のための信頼性基盤技術を整備しようとするものである。

紹介されたいずれのプロジェクトも、国境を超えた信頼性メッセージングにおいて必要となる相互運用性プラットフォームを目指すものである。具体的には上記報告内のURLを参考に、専門家による検証が必要である。

（2） ビジネス文書ヘッダー

ビジネス文書ヘッダー・プロジェクトは、もともと、異なるメッセージング・サービス技術間で、それぞれの技術が必要とするパラメータをマッピングするために提案されたものである。今までは、SBDH 1.3（Standard Business Document Header 1.3）として、GS1（消費財流通を中心とした情報共有基盤の標準化を推進する国際業界機関。日本は（財）流通システム開発センターが加盟期間であり、理事会に参画している。）が、商品コードDBの同期化のため複数（ebMSとAS2）のメッセージング・サービスを共存させるために使用してきた。

現在では、クラウド上で複数の仲介者やDBを活用することが想定され、より汎用的なビジネス文書ヘッダー（BDH）が必要となり、日本の阪口氏（NEC）がリーダーとなり新たな仕様原案を提案した。提案された原案につき、CEN/BII、OASIS/BDXおよびGS1からの各種要件が提言され、今回、スコープを含めプロジェクトを再定義することとなった。新たなプロジェクト定義は、現在、電話会議とメールにより審議中である。

主な論点は次の通り。


・SBDH 1.3との共存


・デジタル署名の扱い


・同一封筒（Envelope）の複数メッセージ


・封筒に対するユニークID


・メッセージのラウティング（Routing）


・プロセス情報の取扱
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